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課題とアプローチ

画像認識開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

先進安全向け画像製品は全世界の多くの地域で
評価が必要なため、データ数が膨大となる。正解
データも機能ごとに必要であり、バリエーションも多く
なる。画像データとそのアノテーション、評価結果等
は各機能の担当者がそれぞれ管理している。単一
の工程は自動化されているものの、データの管理は
手動で行われており、管理工数が課題となっている。

画像データ・アノテーション管理システムの導入が検
討されている。システム企画・設計に際して、ヒヤリ
ングにて得た要求に対してフィーチャモデリングを適
用し、要求のモデル化を実施する。要求分析の際
のコミュニケーションが円滑となる他、要求のヌケモレ
に早期に気づくことができ、スクラム開発におけるス
プリントの削減を期待できる。

流動中の既存資産・プロセスが存在して
おり、それを変えることは難しい。
各工程を「つなぎ」、既存の枠組みに要
求機能や設計を「はめ込む」ようなアプロ
ーチが必要。
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図：開発中の画像データ・アノテーション管理システム

「残念なシステム」を回避するために、
「要求」を正しく網羅的に把握し、
要件定義や設計に反映する

ユーザストーリ

ユーザは、タグ情報を指定して画像データを取得することができる

ユーザは、一般情報を指定して画像データを取得することができる
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評価・フィードバック
Product Owner
「インタビューにモデルを用いることで、要求獲得が効率化できる」

Manager
「負荷が高い中で実務の効率化は必須。新たなこの取り組みによって、
システムがユーザにとって使いやすい物になることが早まる」
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図：成果物 フィーチャモデル(抜粋)

想定される問題例(要求モデルなし)


